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最近の子どもたちをとりまく生活環境は,遊ぶ場所がない,遊ぶ友達がいないことから,運動
量の減少が指摘され①②他方,食に関しては食べたいものはいつでも食べられる状況にあること
から,空腹感を感じることが少ないことや食欲がわかないなどの問題点が指摘されている③O。 ま
た,職業を持つ女性が増加し,外食や加工食品・お惣莱などに慣れ親しんだ者達が母親になる時
代となり,食生活では簡便化を最優先する傾向が見られるようになってきた③。そこで,その親
を含めた保育園児を対象にアンケート調査を行い,親の食意識,食態度との関連を見た。
I.調査対象および方法
y保育園3～5歳児の保護者100名(回収率90%)に対して,平成21年6月中に質問票を用い,
家族構成,園児の食行動,食事を作る人,朝食の形態,おやつの種類,食生活指針の実践等につい
て調査した。次に保護者について,食生活指針の項目の中で相関が認められた食行動を抽出した。
データの解析は,統計解析パッケージSPSS Statistics 17.O for Windowsを用いた。
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表4 朝食を食べることと相関が認められた食行動
相関係数 有意確率
菫子、スナック菓子を食べすぎない 0.295**
色 の ■ しヽ 野=募含 べ る 0.417ホ *
日理方法が●らないようにする 0.324ホ *
多様な食品を組み合わせる 0.347ホ *
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表3 おやつの種類
3●児:スナック菓子48%ゼリー 45%
ジュー スとせんべい 3896
4鮨児:ゼリー 、ジュー ス、せんべい、スナック
菓子、牛乳・乳製品の順であつた
5燿児:ゼリー 、果物、せんべい、
スナック菓子、牛乳・乳製品の口であつた
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表5 菓子1スナック菓子を食べ過ぎないことと
相関が認められた食行動
相関係数 有意確率
ジュー ス類を飲みすぎない 0.356
薄味 にしている 0.443
好き燎いをしない 0.278
手作りと外食、加工食品を上手に組み
合わせる
0.334**
表6 三食きちんと食べることと相関が認められ
た食行動
相関係数 有意確率
多くの食品を全べる 0.308**
ジュース類を飲みすぎない 0.345
色の濃い野菜を多く食べる 0.249
朝食を食べる 0.2■6
Ⅲ ρく005 市中ρく001
表7 多くの食品を食べることと相関が認められ
た食行動
相関係数 有意確率
三 食 きちん と食 べ る ●.308
ジュー ス類を飲みすぎない 0.403
好き嫌いをしない 0.28■
朝食を食べる 0.272
皿.結果と考察
家族構成は図1,図2,図3に示す。3歳児, 4歳児, 5歳児とも,親,兄弟ありが50%を超
えていた。一人っ子は3歳児36。7%,4歳児38%, 5歳児33.4%で1/3以上が一人っ子であつ
た。園児の食行動で,朝食の喫食状況は90%以上が毎日摂つており,保護者の喫食状況も同様で
あった。このことは前回の調査⑥と一致していた。食事を作る人は表1,図4に示す。母親が3
歳児 (76%)4歳児(71%)5歳児 (74%)で多く,祖母と母が3歳児 (14%)4歳児 (26%)5
歳児 (17%),祖母が3歳児 (7%)4歳児 (3%)5歳児 (0%)であった。母親の食事作り
が最も多く0,母親の食事の意識が子どもに影響を及ぼすように考えられる。その点から母親の
食意識を高めることが示唆された。朝食の形態は表2,図5に示す。主食とおかず(汁なし)が3
歳児で45%, 4歳児で58%, 5歳児で61%であった。主食・主菜・副菜を基本とする料理を構築
することはバランスの取れる食事となることを考えると主食とおかずの形態が最も多かったこと
は,好ましい結果と考えられる。国民健康・栄養調査の結果③,朝食の欠食やアンバランスな食
生活が氾濫している現状を考えると今回の調査は好ましい結果と考えられる。果物だけの朝食が
各年代で20数%あった。おやつは前回の調査⑥で市販品が多く80%台を示していたので今回,お
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やつの種類を見た結果,表3,図6に示す。アイスクリームが3歳児4歳児5歳児ともに最も多
く, 4歳児ではゼリー,ジュース,せんべい,スナック菓子,牛乳乳製品が次に多かった。5歳
児は,ゼリー,果物,せんべい,スナック菓子,牛乳・乳製品が次に多かった。3歳児において
はスナック菓子が次に多く,ゼリー,ジュースとせんべいも好まれていた。4,5歳児ではスナッ
ク菓子が好まれていた。手作りが少なく,前回の調査0と同様の結果で市販品が多かった。次に,
保護者の食意識を見るために,食生活指針から関連性を見た。朝食を食べることと相関が認めら
れた食行動は表4に示す。色の濃い野菜を多く食べる,調理方法が偏らないようにする,多様な
食品を組み合わせている,菓子・スナック菓子を食べすぎないに関連があつた。(p<0.01)この
ことから朝食を食べる者は保護者の食意識の高さが推測できた。菓子・スナック菓子を食べすぎ
ないことと相関が認められた食行動は表5に示す。幼児食に欠かせない薄味にしている,ジュー
ス類を飲みすぎない,好き嫌いをしない,手作りと外食,加工食品を上手に組み合わせると関連
(p<0.01)があった。三食きちんと食べることと相関が認められた食行動は表6に示す。多くの
食品を食べる,ジュース類を飲みすぎない,(p<0.01)色の濃い野菜を多く食べる,朝食を食べ
る (p<0.05)と関連があった。多くの食品を食べることと相関が認められた食行動は表7に示
す。三食きちんと食べる,ジュース類を飲みすぎない,好き嫌いをしない (p<0.01)朝食を食
べる (p<0.05)と関連があつた。
Ⅳ.まとめ
1)食事を作る人は各年代で,母親が最も多く,次に祖母と母親,祖母であつた。
2)朝食の形態は各年代で主食とおかず「汁無し」が半分前後を占めていた。
3)おやつの種類は3歳児4歳児5歳児ともにアイスクリームが最も多く6割を占めていた。
3歳児においてはスナック菓子が約50%を占めていた。市販品が多く,手作りのおやつは少
なかった。
4)食生活指針の項目の中で相関が認められた食行動は,①,朝食を食べることを選んでいる者
は,菓子,スナック菓子を食べ過ぎない,調理方法が偏らないようにする。多様な食品を組
み合わせている。色の濃い野菜を食べるに関連があつた。(p<0.01)②スナック菓子を食べ
過ぎないを選んでいる者は好き嫌いをしない,薄味にしている,手作りと外食,加工食品を
上手に組み合わせる,ジュース類を飲みすぎないと関連があつた。(p<0.01)③多くの食品
を食べることを選んでいる者は三食きちんと食べる,ジュース類を飲みすぎない,好き嫌い
をしない (p<0.01)朝食を食べる (p<0.05)と関連があつた。
このことから,調査した保育園では,保護者の食意識の高さが推測できた。今後はこの背景
を探っていきたい。
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